
1 知立 1.64
2 刈谷 1.61
3 幸田 1.61
4 安城 1.58
5 みよし 1.58
6 高浜市 1.57
7 豊田 1.5
8 岡崎 1.49
9 ⻄尾 1.48

10 碧南 1.48

⻄三河10⾃治体の
合計特殊出生率
（R4〜H30）

共産党② 公明党② みらいク⑤ 心政会⑧ 翔政会② 維新➀ 他②

議案内容 可否
山口. 磯
貝

大竹.
加藤

みのり・悟・
文俊・藤田・
輝彦

綱夫・藤浦・悠・
忠道・小林・
中⻄・高⽊・林田

禰冝田・森下 ⻑崎 岩月・
允夫

請願第1号 請願者780人
1時間毎のくるくるバス

不採択 〇 × × × × × ×
請願第2号 請願者532人
小中学校の給食無償化を

不採択 〇 × × × × × ×
請願第3号 請願者581人
健康保険証廃止しないで

不採択 〇 × × × × × ×

陳情8件 介護、最賃、公
契約、保育士増など

不採択 〇 × × × × × ×

６月議会議案に対する可否（○＝原案賛成 ×＝原案反対）
会派と所属議員数（敬称略）

請
願
３
件
。
陳
情
７
件
に
反
対

６
月
議
会
に
日
本
共
産
党
は
紹
介
議
員
と
し
て
、
延
べ
１
，

８
９
３
人
３
請
願
を
提
出
し
ま
し
た
。
切
実
な
思
い
を
込
め

た
署
名
で
す
。
給
食
費
無
償
化
、
１
時
間
毎
の
く
る
く
る
バ

ス
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
求
め
る
も
の
で
す
。
自
民
党
公

明
党
な
ど
日
本
共
産
党
以
外
の
議
員
は
、
す
べ
て
に
反
対
し

不
採
択
と
し
ま
し
た
。
ま
た
介
護
、
医
療
、
働
き
方
な
ど
の

改
善
を
求
め
る
陳
情
７
件
も
不
採
択
に
し
ま
し
た
。

給
食
無
償
化
、
公
約
な
の
に

「反
対
」

学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る
請
願
に
は

「維
新
」
を
名
乗

る
長
崎
議
員
は

一
般
質
問
や
選
挙
公
報
で
給
食
無
償
化
を
求

め
な
が
ら
請
願
に
は

「反
対
」
。
市
長
が
任
期
中
に
や
る
と

い
っ
た
か
ら
と
、
市
民
に
背
を
向
け
ま
し
た
。
他
の
議
員
も

実
施
日
も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
に
不
採
択
で
市
民
の
願
い
に

背
を
向
け
ま
し
た
。

１
時
間
毎
く
る
く
る
バ
ス

１
時
間
ご
と
の
、
く
る
く
る
バ
ス
を
求
め
る
請
願
は

「１

時
間
毎
」
の
願
い
に
耳
を
か
さ
ず

「費
用
対
効
果
」

（鈴

木
み
の
り
議
員
）

「多
額
の
費
用
が
か
か
る
」

（生
田
綱

夫
議
員
）
と
市
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
り
ま
し
た
。

健
康
保
険
証
廃
止
し
な
い
で

医
療
機
関
で
ト
ラ
ブ
ル
続
き
、
国
民
の
７
割
反
対
し

て
い
る
の
に
岸
田
政
権
は
12
月
に
健
康
保
険
証
の
廃
止

を
強
行
。
日
本
共
産
党
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
人
権
守
る
た
め

に
強
制
す
る
な
と
。
他
会
派
議
員
は
反
対
し
ま
し
た
。

発行：日本共産党碧南市会議員団 市会議員団の活動をお知らせします。
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１８歳まで通院費無料化 実施
６
月
議
会
で

「18
歳
ま
で
の
通
院
費
無
料
化
」
が
10
月
か

ら
実
施
と
な
り
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
今
ま
で
18
歳
ま
で

の
入
通
院
費
と
も
無
料
化
を
と
市
民
と
と
も
に
運
動
し
て
き

ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
は
12
月
か
ら
３
月
ま
で
の
４
ヵ
月

分
で
１
、
７
３
２
万
円
の
予
算
で
す
。
前
禰
冝
田
市
長
が
、

拒
否
し
つ
づ
け
た
の
か
、
不
思
議
に
思
え
る
ほ
ど
の
少
額
で

す
。
来
年
度
は
約
５
千
万
円
程
で
す
。

こ
れ
で
よ
う
や
く
県
内
平
均
レ
ベ
ル
と
な
り
ま
す
。

い
つ
実
施
？
給
食
費
無
償
化

小
池
市
長
は
、
学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い
て
は

「４
年

間
の
任
期
中
で
や
る
」
と
、
実
施
日
を
明
確
に
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
碧
南
市
は
、

《
左
表
》
の
よ
う
に
西
三
河
10
自
治
体

で
合
計
特
殊
出
生
率

が
最
下
位
。
前
市
長

が
子
育
て
支
援
策
を

さ
ぼ
り
続
け
て
き
た

た
め
で
す
。
小
池
市

長
は
、
給
食
費
無
償
化
を
た
だ
ち
に
実
施
す
べ
き
で
す
。

市
長
答
え
ず

気
候
危
機
打
開
、
ご
み
焼
却
場
問
題

地
球
が
沸
騰
、
災
害
級
猛
暑
が
続
き
ま
す
。
気
候
危
機
打

開
は
ま
っ
た
な
し
。
先
進
国
首
脳
会
議

（Ｇ
７
）
で
は
石
炭

火
力
発
電
所
は
２
０
３
５
年
ま
で
に
廃
止
と
決
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
世
界
最
大
級
４
１
０
万
㎾
の
碧
南
石
炭
火
力
発

電
所
で
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
を
７
月
か
ら
本
格
実
施
。
し

か
し
、
生
成
時
や
海
外
か
ら
の
運
搬
で
二
酸
化
炭
素
を
大
量

に
発
生
す
る
も
の
で

「グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ッ
シ
ュ

（見
せ
か
け

の
環
境
対
策
）
」
と
世
界
か
ら
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
池
市
長
は
、
全
く
答
弁
せ
ず
、
部
長
が
禰
冝
田
市
政
と

同
じ
答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ご
み
焼
却
場
、
中
電
と
の

「協
定
」
は
白
紙
に

中
部
電
力
㈱
が
産
業
廃
棄
物
焼
却
場

（２
０
０
ｔ
／
日
）

を
建
設
し
、

一
般
廃
棄
物
を
導
入
す
る

「協
定
」
は
６
月
２

日
が
期
限
。
前
市
長
の
独
断
で
、
行
政
責
任
を
放
棄
す
る
や

り
方
は
、
小
池
市
長
が
白
紙
撤
回
す
べ
き
で
す
。

小
池
市
長
が
本
気
で
、
若
者
の
未
来
と
地
球
を
守
る
の
か

企
業
利
益
を
優
先
す
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
実
現
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

給
食
費
無
償
化
も
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
補
助
も
実
施
日
も

示
さ
な
い
よ
う
で
は
、
小
池
市
長
に
1
票
を
投
じ
た
１
４
，

０
０
０
票
余
り
の
支
持
者
の
願
い
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

４
月
21
日
投
開
票
の
、
市
議
会
議
員
選
挙
で
日
本
共
産
党
は
、

山
口
は
る
み
、
磯
貝
明
彦
議
員
の
２
議
席
確
保
。
岡
本
議
員
と
の

交
代
が
で
き
ま
し
た
。
市
長
選
挙
で
は
前
禰
冝
田
市
長
か
ら
小
池

友
妃
子
新
市
長
に
。
市
民
の
１
票
で
市
政
を
変
え
た
い
と
の
力
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
で
政
治
を
変
え
ら
れ
た
と
の
、
成
功
体
験

が
市
民
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
６
月
定
例
議
会
で
は
、
施
策
が
前

進
す
る
か
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
政
治
の
負
の
遺
産
を

一
掃
で
き
る
か

注
目
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は

「
１
時
間
毎
の
く
る
く
る
バ

ス
」

「学
校
給
食
無
償
化
」

「健
康
保
険
証
守
っ
て
」
の
３
請
願

を
届
け
、
公
約
実
現
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

万博・カジノ推進の維新
修学旅行の大阪万博行きは

日本共産党が申入れ
大阪万博会場で産廃物埋立のガス爆発が起こりました。

6/5、日本共産党は、生田教育長に修学旅行先にしないよ

うに申入れを行いました。




